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5.液体金属の圧縮率 と構造因子

原 研 千 原 順

液体金 属 と非金属液体 の ちがいが, dynamicstructure factorや structure

factor にどの ように あ ら■ゎれ るか否かは,今 まででは,実験的 に も理 論的 に

も明確 ではない｡ こ こで液体 金属 をイオン と電子 の mixtureとして,電子 につ

いてのみ量子力学的 に と りあつか う｡

イ オ ンの density responsefuncti(-nは,

xil〔Z〕-

項 Q,Z)

1-nlβVl*(Q･Z)Xg(Q･Z)

とかける｡ここで,

V;(Q･Z)- Vlf1-
vl2 62-1

vIV2/ 62

nlPV1 - -(Hl+HIH2U2-H12王もU2)/△
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n2βv2ニー(王もU2+HlfもLT2- H12H21U2 )/△

√訂口汚 Pv12--H12/△

△≡ 1+Hl+U2 日2+ HIH2U2-H12H21U2
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vl,V2,V12は mixtureの directcorrelationfunctionの量子力 学 的 な拡張 に

なってい る0 62(Q･Z)は, 電子 の dielectricconstantで ある｡

ィ ォ ンの零音波 の周波数 が α-1013se√1にた い し,電子 の プ ラズマ振 動

は, 1015se㌻1位 で あるか ら, (1坑 にあ らわれ る V;(Q,Z) の Zを 0とお け

るo この とき V;(Q,0)-1/S(Q)-1となるこ とが示 され る｡ この こ とか ら

neutronscattering で測 定 され る領 域 で は,液体 金 属 を一成分 系 と して あっ

か うこ とか らのずれ は, あま りな い と予想 で きる｡ そ して液体 金属 の特徴 は,

S(Q)を通 じて しか あ らわれ ない こ とになる .

イオ ンの structurefactor に関 しては,イ オ ン-イ オンのポ テンシャル を

hardsphereとクー ロ ン力 の和, イ オン-電子間 のポテ ンシャル をノcohenのモ

デル ･ポテ ンシャル を用 い, さらに

何 β▽viJ- (▽dijgij(I)

の近似 を用 いることに より, 次 の こ とが いえる｡金属 として特徴 は S(Q)の Q

の小 さい ところにあ らわれ る｡ とくに Q- 0を とる こ とによ り,次 の関係 式 が

成 立す る｡

Sll(0)- 1p - nl XT/ i
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千原順三

S22(0) -Z器o-Z/B

s12(0)- xg｡-J乞/ち

ここで B-Z/U2･1､+学で 耕 一 47(nSrc3)βA

(2)

甲子 の self- energyを 0とす る と,圧縮率 をきめる Bの第一- 与欝

とな り, Bohm-Staverの結果 を与 える｡ Bで与 え られる圧縮率 は,電子 の

self- energy.bard- sphereの寄与 をとり入れた圧縮率 を与 えている｡

6･中性子散乱で観測される液体金属の動的講造

- その理論的展望 -

日本原子力研究所 小 幡 行 雄

以前 に古 典硬体 による中性子散乱 の問題 点について review した 1)こ とがあ

るが,今回 はその折 にふれ なかった こ と, お よび最近 の発展 と問題 点 について

概説 しよ う｡

§1. 固体 と液体 との相違

中性子散乱 で見 ているのは時間に して - 10-1軸 ,空間 にして - 1且位 の

間の変動で ある｡低温の固体 のモデル として Debyeモデル をとれ ば,動的構造

因子 S(Q,Q))は干渉性散乱,非≠渉性散乱 とも液体 のそれ とは定性的 にも こと

なる 2)｡しか し非調和項 を考慮 すれば両者 の差 は固体 の温度 を上げるにつれて

減少する｡この ことは有限個 の原子 の集 りとして固体 の格子力学 を計算機で扱 っ

た例 3)で も示 され, また隔点直下の Ae の単 お よび多結晶,直上 の液体 Ae の

中性子散乱 の実験 4)で も多結晶 と液体 に よる散乱 スペ ク ト′レの強い類似性 によ
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